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会  議  録 

会議の名称 第２回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会 

開 催 日 時 

令和７年４月 11日(金) 

    （午前・午後） ２時 00分 開会 

    （午前・午後） ４時 30分 閉会 

開 催 場 所 おにクル２階 多目的室Ｃ２ 

議 長 
河合 将生 氏 

（office musubime 代表、ＮＰＯ組織基盤強化コンサルタント） 

出  席  者 

【評価委員】 

河合将生氏（ＮＰＯ関係者）、入江陽子氏（ＮＰＯ関係者）、上村有里氏（ＮＰＯ

関係者）、髙田和子氏（地域活動関係者）、小村郁慧氏（公募市民） 

（  ５人） 

【事務局】 

吉田共創推進課市民活動グループ長、岡田、森             

                               （ ３人） 

                                                                  

【担当課】 

健康づくり、長寿介護課、社会教育振興課 

（  ３課） 

開 催 形 態 原則公開（傍聴１名） 

議題 ( 案件 ) 
（１）概要説明および会議の公開・非公開の決定 

（２）提案者によるプレゼンテーション及び質疑応答 

配 布 資 料 

・第２回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会次第 

・令和７年度 チャレンジいばらき補助金申請事業一覧（プレゼン審査タイムス

ケジュール） 

・応募関係書類（個人情報を含むため省略） 
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

事務局 

 

河合委員長 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

上村委員 

 

 

 

 

 

 

 

小村委員 

 

 

河合委員 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

開会及びあいさつ 

 

公開・非公開の決定について（原則公開・会議録は要点筆記） 

本日の会議の概要説明 

傍聴者入室 

 

 ----------------------- プレゼンテーション開始 ----------------------- 

 

【自由テーマ型】 

 がん患者同士が自由に語り合える場所づくり ぴあサポいばらきよるカフェ 

 ぴあサポいばらき 

  

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・事業主体は２人とのことだが、２人とも感染症等になった場合、どのように対

応する予定か。 

→十分に気を付け、どちらか１人が実施できる状況であれば、開催するが、がん

患者は人一倍感染症などを気にされるので、２人とも感染症になってしまった

場合は、お休みさせてもらうような形になると思う。 

大阪府が、がんぴあサポーターを増やしていこうと研修制度を立ち上げたとこ

ろであり、ぴあサポいばらきについても、今後参加者が増えていくようであれ

ば、そのような研修を受けた方に従事をお願いしていくことも考えている。 

・昨年度の参加者は各回４～５名程度で、今年度は各回６～10 名を目指されてい

るとのことだが、どのように参加者を増やしていく予定か。 

→大阪府の広報や SNS などの活用を検討していきたい。 

・参加者はリピーターが多いか？ 

→様々である。がん患者の状況にもよるが、来なくてもいい状況が一番いい状況

だと考えている。 

・患者だった人が伝えていく側になりたいという人がいた場合、どのように対応

していきたいか。 

→大阪府のぴあサポ研修を案内し、その後一緒活動したいということであればウ

ェルカムである。 

 

【自由テーマ型】 

食育クッキン good👍！！チャレンジ２  

NPO 法人 SORA 

 

【関連課 意見】 
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小村委員 

 

入江委員 

 

 

 

 

上村委員 

 

 

 

 

 

 

河合委員 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

河合委員 

 

 

 

 

 

 

入江委員 

 

 

小村委員 

 

【質疑応答】 

・調理等の際の環境に配慮した行動をまとめた冊子が環境政策課にあるので、ぜ

ひご活用を。 

・昨年度、スタッフの中での振り返りやそれを踏まえた改善点はあったか。 

→男の子を１つのグループにまとめると賑やかになりすぎて危険だと感じたの

で、グループを分けたほうがいいという話があった。 

前回は定員がすぐ埋まったので、前回よりも回数を増やして、参加できる人が

増えればと思っている。 

・どの学年の参加が多い。 

→小学２，３年が多い。また、その兄弟の４・５歳が来ることも。 

・リピーターが多いか。 

→２～３割はリピーター。その他は新規が多い。 

・自身も似たイベントを実施したことがあり、高学年が低学年に教えるというよ

うなことをしている景色があった。こども同士が一緒に学びあうような新しい

形も機会があればご検討いただければ。 

・申請２回目ということで、前回からどのようにステップアップしていくかが重

要であり、例えば、アンケートの内容も工夫できると思う。前回は自由記述で

あったが、項目を分けて集めるなどで工夫もできると思うがどうか。 

→過去８回実施したが、アンケートの内容を変えてみたりしたことで、いろいろ

な反応があったので、様々なアンケートの方法について考えていきたいと思

う。 

 

【自由テーマ型】 

ナガヤもん ワクワクふれあい農園 プラス 

いばらき古民家再生・保存活用の会 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・２年目の申請事業ということで、昨年度から「プラス」したことは何かという

ことが重要。持続可能性を考えて、参加費を昨年度の 3000 円から 6000 円に値

上げされているが、参加者の満足度はどのあたりでプラスされる予定か。 

→学校教育ではできない、ナガヤもんでなければ体験できない内容であると考え

ている。芋ほり体験だけでなく、それでお菓子を作ることができる。 

今年は、営利的にはやらないが、持続可能性も見据えて赤字にならないように

と考えている。 

・構成員との関係性は。 

→基本的にアイデア出しなどは代表が行い、構成員は一緒にイベントを実施する

メンバーというイメージ。 

・芋のつるなども佃煮にして販売するなどで、団体の活動費用を生むようなこと
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団体 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

河合委員長 

 

 

 

 

 

上村委員 

 

 

 

 

 

 

 

入江委員 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

 

河合委員長 

 

 

 

 

も可能かと思う。 

→参考にさせていただく。 

 

【自由テーマ型】 

いばらき孫・子・老ふれ愛フェスタ 

茨木市高齢者サービス事業所連絡会 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・過去 21回実施されていることは、大変素晴らしい。学生のかかわりを持たせた

というところは非常に評価できるところ。 

・会場を提供してくれているイオンはイベントに対してどのような反応か。 

→ジョイプラザでは、営利目的なイベントも実施されることが多い中で、福祉的

な内容をお客さん目にしてもらえる機会は非常にありがたいと言ってもらって

おり、イオン側からもぜひ会場を使用いただければと言ってもらっている。 

・介護業界の担い手不足が問題になっているなかで、このような事業があること

は非常にうれしいところ。イベントの運営体制について教えていただきたい。 

→組織としては、230 事業所が加盟している。イベントに関しては、作品展示をす

る場があるということを、各事業所に連絡し、参加いただける事業所で作品を

集めて実施していた。その中で、活動に共感してもらうことで、参加いただけ

る事業所が増えてきている。 

・日常的に利用者が地域の事業所とつながることが大切だと思う。地域に向けて

の取り組みとして、新たな展開があるといいかもしれない。 

・長くつながるイベントだが中身がブラッシュアップしており、様々な団体と絡

み合いながら実施されているところは非常に評価できる。ぜひ、報告書へもそ

のような内容を含めていただければ。 

 

【自由テーマ型】 

シニアのための健康体操 

 健康体操サークル 

 

【関連課 意見】 

R6.4.1～取り組みスタート 

 

【質疑応答】 

・チラシと予算書で参加料が異なるが。 

→補助金が出れば、参加料を 1000 円に引き下げられればというところ。 

過去にも 1500 円下げてくれという声があったが、1500 円にしてしまうと、団体

が赤字になってしまうため、しばらくは 2000 円で継続してきた。 

・サークルとして、持続可能性の面を考えると会費を下げればいいということで
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小村委員 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

 

上村委員 

 

 

 

 

 

小村委員 

 

 

入江委員 

 

 

河合委員 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

上村委員 

 

 

 

はないのでは。参加費を下げるということではなく、付加価値を広げてみると

いうこともいいかもしれない。 

・事業内で保険は入っているか。ボランティア保険は、基本的に事業を実施する

うえで入るものという認識いただければ。 

→入っていない。入る方向で検討する。 

 

【自由テーマ型】 

作って遊ぼう科学工作 ジュニアアドバイザーにチャ レンジ！  

デジタルえほんサークル『ルピナス』 

 

【関連課 意見】 

 

 

【質疑応答】 

・工作に使用できそうな廃材など提供してくれる団体などとの連携はあるか？ 

→以前は段ボールを提供してくれる会社があったが、今は材料を安く買ったり、

準備できるものを持ち寄ったりして対応するなどで対応している。 

・報償費で外部講師への謝礼を 2回とあるが、具体的にどのような人に依頼予定

か。 

→電子関係や生物関係など、普段実施できないことをできればと考えている。 

・ジュニアアドバイザーを育成するための費用は。 

→普段の活動の中で興味を持ってくれる子には、スタッフ研修へ来てもらうと考

えている。 

・ジュニアアドバイザーの育成に向けた取り組みについては申請書に記載がな

い。上手くいかなくても、それが補助金事業としての 1つの成果だと考えてい

るので、報告書にもぜひ記載いただければ。 

・普段の学校生活の中では、マニアックすぎると見られるような子も、活動の中

では、その子が張り切れるような、自己承認できるような工夫も大事だと思

う。 

 

【自由テーマ型】 

小学校で取り上げる物語や音楽を中心にしたプログラムで構成するコンサート 

いばらきおんがく研究会 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・コンサートのターゲットは。学校へ行きにくい子は大きいホールなどに行きにく

い子もいると思うが。 

→ターゲットは、普段学校に通う小学生で、音楽の楽しさを知ることで、音楽の授

業があるから頑張って学校に行こうと思えるような気持ちになる子を増やした
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小村委員 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

河合委員 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

入江委員 

事務局 

小村委員 

 

河合委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河合委員長 

 

事務局 

 

いと思っている。ホールでの実施に関しては、普段学校に行けている子の予防的

な効果もあると思う。学校へ行き渋っている子に対しては、放課後子ども教室な

どでも事業を行っているので、そちらに来てもらえれば。 

・８月のイベント時は夏休みなので、たくさんの参加者がいると思うが、９月にな

ると来られない小学生もいると思う。８月のイベントの段階で、９月のメインコ

ンサートの周知（チラシ）の配布ができればいいのでは。 

・自身が実施するイベントで大人１人がこども 10 人を連れてきたことがあった。 

チラシ内で引率者に対する規定も記載しておくといいかもしれない。 

→参考にさせていただく。 

・内容がかなり盛沢山であるように感じる。9 月までメインコンサートに向けて動

いて、10月以降もいろいろな施設を回るというのは現実的に実施可能なものか。 

→10 月以降も 1か月に１・２回程度という風に考えているので、無理のない範囲で

と考えている。 

 

【自由テーマ型】 

イノベーション活性化を目的とした児童、青年向けの 科学実験イベント開催 

NPOネクストイノベーション集団 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・収支予算書の中で、アマゾンギフトが入っているが、補助の対象か？ 

→補助対象とするかは、別途協議する。 

・火花が散るということだが、問題ないか施設に確認したか？ 

→まだなので、確認してみるが、難しいということであれば別途調整する。 

・この事業は補助金がでない場合に実施するのか。 

→トマトの実験は、費用が掛かるので難しいと思う。 

火花の実験については、電圧計などは無償で貸してもらえる調整がついているの

で、そちらは実施できると思う。 

・実験で使用した後のトマトはどうするのか。トマトの準備についても、市民活動

としては、地域の農家に協力してもらったり、自分たちで育てたりするなどの工

夫があればいいと思うが。 

→実験後のトマトは食用には適さない。農家に渡して肥料にしてもらうなどを検討

している。準備については、トマトを育てるところからやってみようという話も

あり、現在試しに４株育ててみているところ。小中学校の苗木で育てさせてもら

って、実験まで行えば教育的にもいいのではという話もある。 

 

他に意見はないか。以上でプレゼンテーションを終了する。 

 

事務局から連絡事項はないか。 
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河合委員長 次回は、４月17日、午後２時から、おにクル２階多目的室Ｃ２及び子育て交流室

で開催予定。 

  

以上で、第２回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会は閉会とする。 


